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大村市男女共同参画推進センターだより 

6 月 23 日から 29 日までの 1 週間は、「男女共同参画週間」です。内閣府

では「旧来の労働慣行や意識を変え、女性も男性も多様な暮らしや働き方が

可能な社会を作るためのキャッチフレーズ」を募集し、応募総数 3,299 点

の中から、審査の結果、時田心太郎さん（東京都）の作品が最優秀作品とし

て選ばれました。 

詳しくは、内閣府ホームページをご覧ください。【 http://www.gender.go.jp/ 】 

※臨時駐車場をご用意しておりますが、数に限りがありますので、できるだけ公共交通機関をご利用

ください。 ☆お申込み・お問合せは、ハートパルまで。詳しい内容は別途チラシをご覧下さい。  

・フラダンス    ・伝承折り紙 

・チェアエクササイズ 

・花苗の寄せ植え体験と販売(実費 350 円～) 

  
  

  
  

 

 ・パソコン教室（※要予約） 

・ミニ手話講座 

・おいしい珈琲のいれ方教室 

（※要予約、実費 500 円） 

 

当センターの利用団体等による活動発表です。 

様々な取組や活躍をぜひご覧ください！ 

 ・ママたちの手づくり雑貨 

・アジアの女性たちの手づくり雑貨 

 

・親子で遊ぼう赤ちゃん広場(※要予約、実費 500 円) 

・女性合唱     ・クラリネットライブ 

・マンドリン演奏  ・三味線,ひちりき,篠笛等の演奏 

・民踊披露     ・鍵盤ハーモニカ演奏 

 

体験 

 その他イベント 

 

 今年も「男女共同参画週間」 
にちなみ“ハートパルまつり”
を開催します。 
みんなで遊びに来てね♪ 

 

 女性たちの手づくり雑貨展示・販売 

★パンや野菜、おむらんちゃんグッズ等販売 

オレンジクローバー（大村市内障害者就労支援施設合同） 

 

 

講座 
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http://www.gender.go.jp/


 

 

 

 
 

スマートフォン用アプリ「Let`s さんかくア

プリ」は、男性に家事や育児等を身近に感じ

ていただくための支援ツールです。アプリを

ダウンロードして楽しんでみませんか！ 

以下の機能があります！ 
 

「Do さんかく！」…自身が取り組む内容を

リスト化し、実績を記録できます。 

「クイズ」…家事・育児に関する豆知識ク

イズ。 

「備忘録」…いざという時のための連絡先

や家族との約束事などのメモ帳として活用

できます。 

「アルバム」…家族や子供の写真管理がで

きます。 

「採点」…Do さんかく、クイズ、アルバム

などから日々の取組を採点し、ポイントや

メダルが獲得 

できます。 

詳細は内閣府 

の HP まで。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〒856-0825 大村市西三城町 8 番地 総合福祉センター３階 

TEL：0957-54-8715 Fax：0957-54-8700 

Ｅﾒｰﾙ：danjyo-s＠city.omura.lg.jp 

 

《 連絡先・問合せ先 》 大村市男女共同参画推進センター「ハートパル」 

利用時間 9:00～22:00 

問合時間 8:30～17:30 

（年末年始は休館） 

男女共同参画白書は、男女共同参画基本法に基づき、

作成している年次報告書です。 

今年度の男女共同参画白書は、「多様な働き方・暮ら

し方に向けて求められる変革」を特集テーマとし，女性

を取り巻く様々な情勢，時間や場所にとらわれない働き

方としてのテレワークへの期待，さらには多様な働き方

へのニーズに対応する企業の動き等を紹介しつつ，男女

が個性と能力を発揮できる豊かで活力ある社会に向け

て，歩を進めていく重要性をうたっています。また，各

分野における男女共同参画社会の形成の進捗状況，政府

が昨年度に講じた施策及び今年度に講じる施策を示し

ています。 

～男性の家事・育児に向けて～ 

 

晩婚化・晩産化を背景に、育児期にある人が親の介護も同時

に行う、「ダブルケア」の実態調査が行われ、女性約 17 万人、男

性約8万人の約25万人がダブルケアを行っていることが明らかに

なりました。 

○また、今年１～２月、当事者へインターネット調査（１００４人）も実

施し、就業への影響について調べたところ、ダブルケアになる前に仕

事をしていた８３２人のうち、仕事量を減らした人は１４９人(17.9％)、離

職した人は６６人(7.9％)。とくに女性（２９７人）では、それぞれ６３人

(21.2%)、５２人(17.5％)と割合が高くなりました。また、女性で仕事量や

労働時間をコントロールできなかった理由に、「家族の支援が得られ

なかった」が最も多く、次いで「自分自身で担当しなければならないと

考える」がありました。 

詳細は、内閣府ホームページをご覧ください。 

〈内閣府「育児と介護のダブルケアの実態調査」から〉 

 

 
トライ 

してね！ 

詳細は、内閣府のホームページでご覧ください。 

 
男性中心型労働慣行等

の変革と女性の活躍への

施策が期待されます！ 
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